





Word Pairs and Metaphor in Middle English Prose:













がまず挙げられる。WP 全般の研究を見渡しても、他の時代区分に比べて中英語の WP を扱った先行研
究が多いようである。このことは、中英語には WP が頻出すること、WP の頻度が特に高いと言われる
作品が存在すること、現代英語ではあまり用いられないタイプの WP も見られることなどに由来してい
ると考えられる。日本における先行研究としても、Shibata、Yamaguchi、Kikuchi、渡辺、Shimogasa、谷、
Katami など、個別の作品あるいは複数の作品に渡って見られる WP を対象に、中英語を中心として研
究が進んでいる。








　さらには、現代英語における「よく使われる WP」として、body and soul, bread and wine, night and 
































The Cloud of Unknowing（以下 Cloud ）
The Book of Privy Counselling（以下 PC ）
The Book of Margery Kempe（以下 MK ）
３．ワードペアに見られるメタファーの考察
３．１．身体感覚に基づくメタファーとワードペア
⑴ this is to me gret drede and hevynes （MK  Book II, 179 ほか）
⑵ Sche was than in gret hevynes and diswer （MK  Book II, 264-265 ほか）
⑶ thei sped no wey and weryn hevy and grutchyng （MK  Book II, 291-292）
　以上は heavy または heaviness が drede（dread）などと並置され、「物理的に感じる重さ→心の重さ」
として用いられた例である。中英語の語句に関していくつか補足すると、diswer は当該テキストの脚
注に “doubt” とある。また grutchyng はおそらく grudging「いやいやながら、不承不承の」といった
意味であろう。
⑷ hevy and sory for dred of the wawys （MK  Book II, 294）










⑺ of thoo sounes and of thoo swetnes （Cloud, 1716 ほか）
⑻ swetnes and counfortes （Cloud, 1693 ほか）


















ことが挙げられる（good or evil, sweet and bitter / bitter and sweet）。そのような WP の使用を通じて（使用
を基盤として）、概念が固まっていったという面もあるのではないだろうか。




⑽ the whiche is hanging and not fully declarid there  （Cloud, 2470）











１　Reddyの分類に従えば「E. Implying that, particularly when communications are recorded or delivered in public, 



















⒀ so beestly and so rudely （Cloud, 1594-1595）









⒂ This is childly and pleyingly spoken, thee think, paraventure   （Cloud, 1636）










にあたると考えられる WP の例が Cloud には見られる。
⒄ This derknes and this cloude is, howsoever thou dost, bitwix thee and thi God （Cloud, 290-291）
⒅ With this worde thou schalt bete on this cloude and this derknes aboven thee （Cloud, 506）






⒆ in this werk it schal be casten down and keverid with a cloude of forgetyng （Cloud, 460-461）
　⒆では “a cloude of forgetyng” 自体はペアではない（メタファー的な表現ではある）。そこに、本来








　新しいメタファー論を用いて WP を研究することは、WP の先行研究の成果を否定するというよりも、
むしろそれらに共通の基盤をもたらし、これまであまり言及されることのなかった WP の諸局面を明ら
かにすることに繋がると考えられる。例えば Koskenniemi（1975）は、MK では 159 のペアが類義語の
意味関係を持つペアであると分類していた。しかし、ここまでの考察を踏まえると、その中の相当数は
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